
基準値（単位） 基準年度

中間年度 最終年度

380
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政策名（章） 第２章 生涯にわたる健康づくりを進めます

１ 施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

基本施策名（節名） 評価担当課 地域保健課

基本目標 学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして 施策コード 12210

目標値の考え方（根拠）

すべての人々が健やかで心豊かに生活できる活力ある都市を目指し、病気の早期発見や治療にとどまらず、健康を増進し発病を
予防することを重点に、個人・家庭・地域社会が一体となった生涯にわたる健康づくりを進めるため市民の健康増進や食育に対する
意識の高揚と自発的な健康づくり活動の支援を行う。

健康意識の高揚と健康管理に対する正しい知識の普及を図るため健康づくりに関する情報提供の推進や指導者の派遣、リー
ダーの育成等を行っている。

２ 事業費・人員

年度 平成14年度（決算）平成17年度（決算） 増減の主な理由

３ 成果・活動指標

70,184

事業費 36,904

人件費 33,280

＊人件費は、職員一人あたり Ｈ14：839万円、Ｈ17：805万円として算定。人口は、61.6万人（Ｈ15.4.1現在） 66.7万人（Ｈ18.4.1現在）とした。

指標名 指標の基準値の定義

市民一人あたりの事業費 319 105

合計 196,569

17

指標２ 基本健康診査要指導者率（％）
基本健康診査要指導者/基本健康診査受診者×100

健診によって保健師の保健指導が必要と判断され
た人数／基本健康診査受診者数×１００とする 1.80% 16

指標１
市民健康づくり推進事業全体での市民スタッフの人
数自ら行動できる団体として、市民が事業にスタッフ
として携わった人数（参加者実数／参加者目標）

健康フェスタをはじめ各事業における必要スタッフ
数の合計（市職員を除く） 380(人）

16

指標４ 給食施設利用者の健康状況の把握の割合
給食施設巡回指導時の評価点数

巡回した施設の評価点（５点満点）の平均値
3.8（点） 16

指標３ 禁煙、栄養成分表示、健康栄養情報の提供を行う店
を募る健康づくり応援店の普及

健康づくり応援店の登録数
3（店）

指標５

Ｈ17目標値/実績値 中間年度の目標値 最終年度の目標値

指標１

達成率
19

103.4

393
400 21

18年度ラジオ体操指導者養成講座
等市民スタッフ受講者40人事業参加
率40％（当該年度）、10％（翌年度以
降）として設定。

408

指標２

達成率
19

94.4

1.7

1.8 21

基本健康診査によってデーター異常
者に早期に保健指導を実施すること
が必要である。医師の指導を受ける
事が可能な者以外で早期に保健指
導が必要な数を経年データーから予
測し、目標値とした。

医療制度改革による特
定健診となるため目標
値の変更が必要。

指標３

達成率
19

60

6
20 21

当該年度での登録応援店
数。年間新規登録件数５件を
目標とする。30

指標４

達成率
19

76

3.8
5 21

全施設５点評価

5

指標５

達成率 #DIV/0!

◆総合計画における位置付け等 平成18年１１月２１日記入

平成１8年度 施策評価シート

施 策 名 自ら行う健康づくり 課長名 湯舟博光

評価担当部 保健所

第２節 市民健康づくりの推進



１次評価

Ｂ

２次評価

B

３次評価

４ 市民満足度調査結果（平成18年度実施分）
○この施策の満足度は3.354で51施策の中で7番目。
○重要度は4.109で15番目である。
○改善要望度は0.0527で20番目である。
○年齢別にみると、満足度は50歳代以上で高く、40歳代で
もっとも低くなっている。
○重要度は40歳代で低く、その他の年代は大きな差異は
みられない。
○前回調査と比較すると、満足度の施策の順位は変わら
ないが、重要度は前回調査より上がっている。
○満足度の順位では、20歳代で前回調査より大幅に上
がっている。
○重要度の順位では、60歳代で前回調査より大幅に上
がっている。

視点の
種類

評価基準・
着眼点 評価点 それぞれの視点に対して評価の具体的根拠

５ １次評価（３つの視点から評価を行う）

有効性

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施
している

4 2 1

評価指標においては、新しい事業においては、まだ十分な施策目標を達成していないが、市民健康
づくり推進事業等では、十分な成果をあげている。

効率性

最少経費で最大
効果が得られる
事業構成となっ
ている

4 2 1

市民参加を最優先に事業構成を行っており、事業の進展で、指導者育成による市民参加
により人件費等の事業投入コストは減少し、事業成果は着実に上がっている。

市民満
足度

市民満足度調査
により市民ニー
ズを把握し、市民
の立場に立って
事業展開してい
る

4 2 1

満足度、重要度とも平均値以上

６ 課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計 8 評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
Ａ（12から10点） Ｂ（9から5点） Ｃ（4点以下）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

構成事務事業のスクラップアンドビルドを行った結果、市民ニーズを満たし市民満足度を高めていると考えられるが、
今後は解決策の成果が見えるような指標の設定も望まれる。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８ ３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

課題
食育推進事業等新しい事業において、国による食育基本法の成立、基本計画策定という動きに対して、県も
含め市の実際の事業展開が追随しきれていない点。また、食育としても施策全般として、普及・啓蒙的な性格
が強く、市・教育委員会、企業・市民団体、地域等との連携において効率・効果的な実践が求められる点。

解決策
食育では、１７・１８年度で保育園・幼稚園へのアンケート調査、市・関連団体間での連携を進め、実際の啓蒙
事業等と平行したなか、県の計画内容を踏まえ、計画策定を行う。施策全般としても市民会議や食生活改善
推進団体などの核として各団体と効率的に連携を図っていきたい。

７ ２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

市民健康づくりの推進

3.0

3.5

4.0

4.5

2.5 3.0 3.5 4.0

満足度の平均 3.190

低い ← 満足度 → 高い

高
い

↑

重
要
度

↓

低
い

重要度の平均 3.871

施策

Ｈ18◇ Ｈ15▲



コード 12210

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

健康度評価事業 中央保健センター 1 1.50 15,785 0 0

健康増進事業 中央保健センター 2 0.50 16,601 法 0.50 4,025 15,280 19,305

保健と福祉のライブラリー 中央保健センター 3 12h 17,955 4 0.01 50 9,459 9,509

市民健康づくり運動推進事業
（市民健康づくり運動普及員経

費

地域保健課
中央保健セン

ター
4 1.00 13,915 2 1.00 8,050 3,690 11,740

歯の衛生週間歯科健康診査
事業 保健

中央保健センター 5 0.20 2,759 5 0.17 1,369 1,062 2,431

健康づくりのつどい開催経費
楽しむ健康づくり推進事業 地域保健課 6 0.12 2,504 1 0.10 805 2,550 3,355

食生活改善推進団体補助金 地域保健課 7 0.00 90 0 0

市民健康づくり推進懇談会
経費 地域保健課 8 0.20 1,876 0 0

食育推進事業 地域保健課 3 0.40 3,220 20 3,240

栄養改善事業費 地域保健課 法 2.00 17,300 法 1.04 8,372 2,749 11,121

栄養改善事業費 中央保健センター 法 0.92 7,390 2,094 9,484

健康手帳交付事業 中央保健センター 法 0.01 2,307 0 0

母子健康手帳交付事業 中央保健センター 法 0.30 5,777 0 0

妊婦健康診査事業 中央保健センター 法 0.15 98,754 0 0

母子保健事業 中央保健センター 法 0.10 946 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

6.08 196,569 4.13 33,280 36,904 70,184

6.08 196,569 4.13 33,280 36,904 70,184合計

計

自ら行う健康づくり



コード 12210

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 0 0.00 0 0 0計

自ら行う健康づくり


